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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月14日(2015.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口を有し、現像剤を収容する収容室と、
　前記収容室内に設けられ、前記収容室内の現像剤を撹拌するための撹拌部材と、
　前記開口を封止する封止部を有するシール部材と、
　前記シール部材を移動させることで前記開口を開封するための開封部材と、
　前記開封部材に駆動力を伝達するための駆動力伝達部と、を有し、
　前記開封部材は、前記収容室内に設けられ、前記撹拌部材が取り付けられた回転可能な
回転軸であり、
　前記駆動力伝達部から伝達される駆動力で前記回転軸が回転することにより前記撹拌部
材が現像剤の撹拌を開始する第１開始時は、前記封止部が前記収容室から剥がされ前記開
口の開封が開始する第２開始時より早いことを特徴とする現像剤容器。
【請求項２】
　前記撹拌部材が少なくとも１／３周以上回転した後に、前記第２開始時である開封が開
始することを特徴とする請求項1に記載の現像剤容器。
【請求項３】
　前記第１開始時と前記第２開始時との時間差は、１秒以上１０秒以下であることを特徴
とする請求項１又は２に記載の現像剤容器。
【請求項４】
　前記第１開始時の時点において、前記撹拌部材が現像剤の中に位置することを特徴とす
る請求項１から３のいずれか１項に記載の現像剤容器。
【請求項５】
　前記シール部材の端部の固定位置は、前記撹拌部材の端部が固定さている位置から前記
回転軸を中心として１３５°から２２５°までの回転させた位置の範囲内であることを特
徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載する現像剤容器。
【請求項６】
　前記シール部材は、前記第１開始時と前記第２開始時との時間をずらすための遅延部を
有することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の現像剤容器。
【請求項７】
　前記シール部材の遅延部は、前記シール部材の余剰部分であることを特徴とする請求項
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６記載の現像剤容器。
【請求項８】
　前記開口の開封は、前記回転軸の長手方向と交差する方向に開封することを特徴とする
請求項１から７のいずれか１項に記載の現像剤容器。
【請求項９】
　現像剤を担持する現像剤担持体と、
　請求項１から８のいずれか１項に記載の現像剤容器と、を有することを特徴とする現像
装置。
【請求項１０】
　前記現像剤担持体を有する現像室を有し、
　前記開口を介して前記現像室に現像剤が供給されることを特徴とする請求項９記載の現
像装置。
【請求項１１】
　前記現像剤を用いて現像するための潜像を形成可能である像担持体と、
　請求項１から８のいずれか１項に記載の現像剤容器、請求項９又は１０に記載の現像装
置のうちのいずれか１つを有することを特徴とするプロセスカートリッジ。
【請求項１２】
　請求項１から８のいずれか１項に記載の現像剤容器、請求項９又は１０に記載の現像装
置、請求項１１に記載のプロセスカートリッジのうちのいずれか１つを装着した状態で、
前記現像剤を用いて画像形成を行うことを特徴とする画像形成装置。
【請求項１３】
　現像剤を収容するための開口を有する現像剤収容室と、
　前記現像剤収容室に設けられ、前記現像剤収容室内の現像剤を撹拌するための現像剤撹
拌部材と、
　前記現像剤撹拌部材に駆動力を伝達するための駆動力伝達部と、
　前記開口を封止する封止部を有するシール部材と、
　前記駆動力伝達部から駆動力が伝達されることにより前記シール部材を移動させ前記開
口を開封するための開封部材と、を有し、
　前記シール部材は、前記現像剤撹拌部材が現像剤の撹拌を開始する開始時間と前記封止
部が剥がされることにより前記開口の開封を開始する開始時間とをずらすための遅延部を
有することを特徴とする現像装置。
【請求項１４】
　前記現像剤撹拌部材が現像剤の撹拌を開始し、所定時間の経過後に前記封止部が剥がれ
ることにより前記開口の開封が開始されることを特徴とする請求項１３記載の現像装置。
【請求項１５】
　前記現像剤撹拌部材が少なくとも１／３周以上回転した後に、前記シール部材の開封を
開始することを特徴とする請求項１３又は１４に記載の現像装置。
【請求項１６】
　２つの開始時間がずれている時間は、１秒以上１０秒以下であることを特徴とする請求
項１３から１５のいずれか１項に記載の現像装置。
【請求項１７】
　前記シール部材の遅延部は、前記シール部材の余剰部分であることを特徴とする請求項
１３から１６のいずれか１項に記載の現像装置。
【請求項１８】
　現像剤の撹拌を開始する時点において、前記現像剤撹拌部材が現像剤の中に位置するこ
とを特徴とする請求項１３から１７のいずれか１項に記載の現像装置。
【請求項１９】
　前記現像剤撹拌部材はシートと前記シートの端部が固定された回転軸を有し、
　前記シール部材の端部は、前記回転軸に固定され、
　前記シール部材の端部の固定位置は、前記シートの端部が固定さている位置から前記回
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転軸を中心として１３５°から２２５°までの回転させた位置の範囲内であることを特徴
とする請求項１３から１８のいずれか１項に記載する現像装置。
【請求項２０】
　請求項１３から１９のいずれか１項に記載の現像装置と、
　前記現像剤を用いて現像するための潜像を形成可能である像担持体と、を有することを
特徴とするプロセスカートリッジ。
【請求項２１】
　請求項１３から１９のいずれか１項に記載の現像装置、請求項２０に記載のプロセスカ
ートリッジのうちの少なくとも１つを装着した状態で、前記現像剤を用いて画像形成を行
うことを特徴とする画像形成装置。
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